
「まんが クラスメイトは外国人 課題編」出版記念

オンラインシンポジウム（第６回）

国家のあり方に責任を持つ

―ロシアのウクライナ侵攻を考える

2022年７月17日(日）16:00～18:00 ZOOM上

定員70名（先着順・無料）

2 月 24 日にはじまったロシアのウクライナ侵攻をどう考
えればいいのでしょうか？ マスメディアは戦況報道が中

心になり、人々もその報道を見て「ロシアはひどい」とウ

クライナに同情を寄せるか、日本も軍備拡張が必要だと主

張するかになっています。

第 7 章「国家と国民」は、「戦争は国と国がやるので人
と人がやるのではない」「人間どうしは憎しみ合う必要がな

いのに憎しみ合わされるのが戦争」ということが主題にな

っています。

この観点から、ロシアのウクライナ侵攻を見直してみた

いと思います。民主主義とは、一人ひとりの国民が国のあ

り方に責任を持つことです。今、私たちは何をなすべきか

一緒に考えてみたいと思います。

講師：山田泉（やまだ いずみ）

神奈川県で高校の国語科教員を４年間勤めた後、国立国語研究所の日本語教育長期専門研修等を経て中

国の語学大学に赴任。２年間、家族で「外国人体験」をしたことが貴重な財産となる。1984年に帰国し、中

国帰国孤児定着促進センターに勤務。その後、文化庁国語課日本語教育専門職員を経て、昭和女子大学、大

阪大学、法政大学等で留学生の日本語教育や一般学生の日本語教員養成等にかかわった。専門は、日本語教

育と多文化教育で、研究分野は移住外国人（移民）受け入れのための「多文化共生社会」のあり方に関する

調査研究。2018、19年度の日本語学校校長をもって現役退職。著作に『多文化教育Ⅰ』（法政大学出版局、

2013 年）、「『多文化共生社会』再考」松尾慎編著『多文化共生 人が変わる、社会を変え

る』（凡人社、2018 年）、「「共生社会」創造を目指した外国人移住者との地域日本語学習活動」
佐藤一子、大安喜一、丸山英樹編著『共生への学びを拓く SDGｓとグローカルな学び』（エイデル

研究所、2022年）等がある。

主催：「外国につながる子どもたちの物語」編集委員会・明石書店

※申し込み方法などは裏面をご覧下さい。



申し込み方法

①名前（ZOOMのハンドル名があればそれも）※
②メールアドレス※

③所属（職業・ボランティア）または居住地域※

※のついた３項目は必須

④講師への質問

⑤シンポジウムへの参加動機や本の感想など

を記入し、件名を「シンポ参加希望」としたメールを classmate2021@gmail.com （問合せ等

もこちら）へ、7月８日（金）までに送って下さい。７月 13 日前後に ZOOM へのアクセス方

法をお送りします。もし、７月 15 日(金）までに届かない場合は連絡ください。（迷惑メール
に入っている場合もあるのでご確認ください。）

『まんがクラスメイトは外国人第 3集課題編―私たちが向き合う多文化共生の現実』
「外国につながる子どもたちの物語」編集委員会編 まんが：みなみななみ

明石書店刊 第 7章「国家と国民―戦闘機に乗っていた人たち」p138より


